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【社会的活動】

FD委員、CALL教室運営、TOEIC運営

最終学歴

【研究上の特記事項】
　　科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究
　「アメリカの大衆音楽と文学の創作におけるソーシャルメディアの役割」　（2012年度〜2014年度)

専門分野

・表現技法 I（前期・後期）
・英語 II(通年)
・英語 III(通年)
・TOEIC II（通年）
・TOEIC III（通年）

【教育上の特記事項】

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・英語 I

学部担当科目

【学内活動】
（学内職歴を含む）

FD委員、ネットワーク委員、全学入試委員、企画委員、海外語学研修委員、庶務委員など

　大衆音楽と文学の創作におけるソーシャルメディアの役割、ハートランド・ロックに見る
　文学のモチーフ、文学と翻案、TOEIC研究、CALL教育研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

所属学会

研究課題

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　日本アメリカ文学会、日本比較文化学会、日本表現学会

授業科目

　同志社大学　文学研究科博士課程後期（中退）
　University of Toronto, Centre for Comparative Literature, M.A.

　文学修士（英文学）、M.A.(Comparative Literature)

　アメリカ文学・文化、メディアと翻案、ポピュラー音楽と文学、英語能力試験



単

単
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音楽・文化批評として定評のある米コンティ
ニューム社の 『33 1/3』 シリーズから、1970
年代に英米の社会／文化に大きな影響を
与えたロックバンドであるレッド・ツェッペリ
ンの代表作について論じた対抗文化批評
の邦訳。研究中であるインディーズ文化の
対極としての商業主義文化表象サンプリン
グの一環である。231ページ

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

研究業績[著書、学術論文等]

① 『レッド・ツェッペリン IV』

2012年3月

水声社

ABC朝日放送ラジオ

2012年12月

（学術論文）

（その他）

（著書）

著書､学術論文等の名称

水声社2012年12月

② 『茂山童司のおとぎの暇』

（学会発表）

① 『アバ・ゴールド』 解説

英語狂言などで活躍中の若手狂言師であ
る茂山童司氏がパーソナリティーを務める
ラジオ番組にゲスト出演。12月に出版した
レッド・ツェッペリンの本を中心に解説。
2012年3月2日午後11時〜11時30分。

音楽・文化批評として定評のある米コンティ
ニューム社の 『33 1/3』 シリーズから、英語
によるポピュラー音楽の代表的グループで
あるアバの評伝の解説。ベスト盤 『ゴール
ド』 を中心に、1970年代から80年代にかけ
ての欧米文化批評でもある。研究中である
インディーズ文化の対極としての商業主義
文化表象サンプリングの一環である。
pp.169-175。


